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中部九州，豊肥火山地域北縁に分布する火山岩類のK-Ar年代：東西方向の時空変遷
と新たな第四紀火山
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1．はじめに
　大分県北部から福岡県南部に位置する豊肥火山地域北縁には，後期中新世～鮮新世の火山岩類が東西方向に広く分

布する．これら火山岩類について，多数の放射年代が報告されてきたが（鎌田，1985；渡辺ほか，1986；沢井ほか，2002
など），類似した岩相変化を繰り返すことから，時代/層序区分に不明な点が多く残されていた．我々は，20万分の 1地
質図幅「中津」を編纂する過程で，豊肥火山地域北縁に分布する年代未詳火山岩類（22試料）の K-Ar 年代を測定した．
これらには，測定誤差が大きかった従来の年代値を再測定したものを含む．
２．地質概要
　豊肥火山地域北縁に分布する火山岩類は，宇佐火山岩類（星住・森下，1993）と英彦山火山岩類（英彦山団研グルー

プ，1984）に大別できる．前者は伊予灘から山国川流域に（60 km× 15 km程），後者は英彦山から連続し周防灘及び山
国川流域（30 km× 30 km程）に分布する．現在の沈み込みから見ると，前者が前弧側，後者が背弧側に位置する．
　宇佐火山岩類は安山岩-デイサイト溶岩と同質の火山砕屑岩からなり，大局的に溶岩が卓越する火口近傍相と，その

周囲に分布するラハール堆積物，火山岩塊火山灰流堆積物からなる火山体遠方相から構成される．活動様式としては，成
層火山及び溶岩ドームの集合からなる火山群を形成する．英彦山火山岩類は主に安山岩-デイサイト溶岩と同質の火山砕
屑岩からなり，玄武岩溶岩，デイサイト火砕流堆積物を伴う．標高 600～1,100 mの高標高部や山国川河床部などに溶岩
が分布し，周防灘方向へ緩やかな火山麓扇状地を形成している．両火山岩類は局所的に強く変質している．
３.測定手法と測定結果
　 K-Ar 年代測定におけるアルゴンとカリウムの分析手順は，宇都ほか（1995）と松本（1989）に従った．試料は 0.25-

0.50 mm径に粒度を揃え，電磁分離器を用いて斑晶を可能な限り取り除いた．アルゴン同位体測定は産総研のVG Isotope
社製 1200C型質量分析計を使用し，38Ar高濃度スパイクを用いる同位体希釈法で行った．カリウムの定量はアサヒ理化
製 FP-33D炎光光度計を用い，積分法とリチウム内部標準法を併用した炎光光度法で行った．
　 K-Ar 年代測定の結果，英彦山火山岩類（13試料）から 4.80～3.75 Ma，宇佐火山岩類（8試料）から 5.01～2.81 Ma，

大蔵山（1試料）から 0.86± 0.14 Maの年代値が得られた（表 1）．
４．東西方向の時空変遷
　従来の放射年代値に，本報で得た K-Ar 年代を新たに加え，豊肥火山地域北縁の火山活動の変遷を再検討する．前弧

側に位置する宇佐火山岩類は，伊予灘から杵築市周辺で最も古い後期中新世の 7.6～5.3 Maの年代値を示す．その後，火
山活動は西へ移動し，前期鮮新世の 5.3～4.8 Ma頃の活動中心は宇佐市安心院町（雲ヶ岳）周辺となる．更に火山活動は
西へ移動し，3.9～2.7 Maには中津市から宇佐市院内町（八面山，鹿嵐山，鹿熊岳）周辺が活動の中心になる．一方英彦
山火山岩類は，宇佐火山岩類の一部と同時期の 5.7～3.5 Maに活動し，活動域の明瞭な移動は認められない．このよう
に，豊肥火山地域北縁の火山活動は，前弧側（宇佐火山岩類）で時間と共に東から西へ移動したのに対し，背弧側（英
彦山火山岩類）では大きな活動域の変遷は見られなかった．従来，豊肥火山地域北縁の火山活動は，北から南に活動域
が時間と共に移動すると考えられていたが（Kamata, 1989），東西方向の時空変遷を新たに考える必要がある．
５．新たな第四紀火山
　今回，後期中新統-鮮新統宇佐火山岩類に分類されていた宇佐市安心院町の大蔵山から採取した試料について，0.86±

0.14 Maの年代値が得られた．測定試料は斑晶及び石基（インターサータル組織）に変質鉱物を含まないことから，K-Ar
年代の大幅な若返りは考えにくい．更に 0.76± 0.08 Maの FT年代（星住，未公表）が得られており，大蔵山が第四紀
火山であることは間違いない．大蔵山火山は斜方輝石普通輝石普通角閃石デイサイト（SiO2=63.1 wt.%）からなる小型
の溶岩ドーム（比高 200m程）を形成しており，その体積は 0.1km3 程と小規模な火山と見積もられる．
６．まとめ
　豊肥火山地域北縁から採取した 22個の火山岩類試料について K-Ar 年代を測定した結果，1）前弧側の宇佐火山岩類

は後期中新世から鮮新世にかけて活動域が東から西へ移動した．2）同時期に背弧側で活動した英彦山火山岩類は活動域
の移動が見られなかった．3）第四紀火山（大蔵山火山）が新たに存在する，ことが明らかとなった．




